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 『武器になる哲学』 山口周著

KADOKAWA 367頁 1600円（税別） 

 「コンサルの修羅場で一番役立ったのは哲

学だった」この本の帯に書いてあります。い

くつか簡単にご紹介します。 

★ロゴス・エトス・パトス（アリストテレ

ス）： 順番に論理、倫理、情熱です。アリ

ストテレスは著書『弁論術』、人を説得して

行動を変えさせるためには、この三つが必要

だと書いている。主張が論理に沿っていて

も、それだけでは人は、動かない。いくら理

に適っていても道徳的に正しいと思える営み

でなければ人のエネルギーを引き出すことは

できない。そして、情熱、思い入れをもって

語ることで初めて人は共感する。 

★タブラ・ラサ（ジョン・ロック）： ジョ

ン・ロックは医師としてたくさんの乳児・幼

児に接した経験から、生まれたときの人の心

は「何も書かれていない石板＝タブラ・ラ

サ」のようなものだと考えた。つまり、人は

経験と学習によっていくらでも学ぶことがで

きる。そして、これは人生におけるどの時点

においても適用できる。 

★ルサンチマン（ニーチェ）： ルサンチマ

ンとは、「弱い立場にあるものが、強者に対

して抱く嫉妬、憎悪、劣等感などのおり混ざ

った感情」、わかりやすく言えば「やっか

み」だ。ニーチェのいうルサンチマンはもう

少し広い意味を持つが、とりあえず「やっか

み」だ。この「やっかみ」を抱えた個人は、

その状況を改善するために次の２つの反応を

する。ルサンチマンの原因となる価値基準に 

①隷属する、あるいは、②良い悪い、強弱の

価値観を逆転させる、だ。 

周囲のみんなが高級ブランドのバッグを

持っているのに自分だけが持っていない。ほ

しいわけではないが、そのブランドのバッグ

を買ってしまう。これが①だ。高級ブランド

なんか低俗だ。ノーブランドのバッグの方が

いい。これが②だ。 

★フロー（チクセントミハイ）： 人が、そ

の持てる力を発揮して、充実感を覚える時と

はどんな状況なのか。チクセントミハイは、

多くの人々にインタビューして結論した。そ

れは「ノッテいる」ときだ。その状態を人々

は「フロー」と表現した。この状態に入ると

次のような状況が生まれる。 

① 過程のすべての段階に明確な目標がある 

②行動に対する即座のフィードバックがある 

③挑戦とスキルのレベルが釣り合っている 

④やっていることに完全に集中している 

⑤意識に気を散らすものが入ってない 

⑥失敗の不安がない 

⑦自意識が消滅する 

⑧時間間隔が歪む 

⑨活動が自己目的的になる 

 フローの状態になるには、挑戦レベルとス

キルレベルが高い水準でバランスしなければ

ならない。低い水準の挑戦とスキルのレベル

で始めても、時間の経過とともにスキルが上

がっていき、挑戦レベルも高くなる。 

★ゲマインシャフトとゲゼルシャフト（テン

ニース）： ゲマインシャフトは人間関係を

重視する社会、ゲゼルシャフトは機能を重視

する社会。テンニースは社会組織がゲマイン

シャフトからゲゼルシャフトに変遷していく

過程で人間関係が疎遠になっていくと考え

た。しかし、社会も企業もゲゼルシャフト的

なものだけでは、生産性と健全性が両立した

社会、企業は難しい。ゲマインシャフト的な

要素が必要だ。 

 以上、ごくわずかだけ消化しました。実務

に使えそうなものがありますか？ 
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   新聞広告、面白いです 

新聞には週刊誌や本の広告が載っていま

す。これがなかなか面白い。世の中の流れ、

本の概要が一目でわかります。あるいは、わ

かるような気がします。広告からつかんだ内

容が正しいかどうかは別にして、それをきっ

かけに考えることができます。それがおもし

ろい。例えば、本ですと、 『仕事の教科書』

の広告がとてもいいです。この本は、月刊サ

ワネ４月号でご紹介しましたが、その後、版

を重ねているのでしょう。 

では、その広告の内容をご紹介します。 

▶伝わる文章術 

① 「動詞＝結論」を先に書く 

組織改編について➡【共有＆相談】組織改編

について 

② １文は２０文字以内で書く 

目指すべきは「文字数に対する、情報量が多

い文章」 

③ 「事実」と「解釈」をまぜない 

「事実」と「解釈」は１文ずつ。合計２文に

する 

④ 事実４０％、解釈３０％、感情３０％ 

「共通の感情」を少し入れるだけで、相手の

心に響く 

 

以上広告のごく一部です。まず、なるほどと

思いつつ読んで、自分で考えてみます。私が

考えたことを書いてみます。みなさんも、よ

ければここから先を読む前に、あるいは私の

文章を読んでから、①～④について考えてみ

てください。 

以下澤根の考えたこと。 

① 「動詞＝結論」を先に書く 

動詞を先に書くというのは、「する」とい

うことが大事だからだ。「名詞」「形容詞」

ではどうしていいのかわからない。例では、

組織改編だけでは、何をすればいいのかわか

らない。「共有＆相談」とあれば、この問題

があるという認識を共有し、そのことについ

て相談するのかということがわかる。「結論」

ということばは、「目的」と言い換えられる。

目的はなんなのか。伝える目的、伝えて何を

してもらいたいのか明らかにする。 

② １文は２０文字以内で書く 

長い文章では、読まれない。読んでも中身

が伝わりにくい。だから短い文章で書く。な

るほど。しかし、情報量が多い文章というの

はどうだろうか？多すぎたらわけがわからな

いかもしれない。１つの文章に１つの情報が

いいと思っていたが、少し考えてみよう。 

③ 「事実」と「解釈」をまぜない 

事実と解釈をまぜると適切な判断がむず

かしくなる。分けるのは当然で、文章自体を

分けるというのはいい考えだ。 

④ 事実４０％、解釈３０％、感情３０％ 

感情３０％はすばらしい。前項のロゴス、

エトス、パトスに通じる。理屈に走りすぎる

人は、感情を交えることを忘れないようにす

る。感情に走りすぎる人は、感情を３０％に

抑えることを心がける。なるほど。 

 これら４つは文章だけでなく話し言葉でも

使える。 

以上『仕事の教科書』の広告では本の内容

がかなり細かくわかります。 

 同じ日の新聞に、ごく簡単な本の広告も載

のっていました。『脳を鍛えるには運動しか

ない』、『脳が冴える１５の習慣』の二冊で

す。書名だけでわかるのは、脳は運動や習慣

で鍛えることができる、著者たちはそう考え

ているということです。この著者たちの考え

に乗っかって、頭を鍛えてみようと思います。

いかがでしょうか？ 


